
広島市公文書館紀要第 28号（平成 27年 6月）

- 1 -

　

は
じ
め
に

　

戦
後
ま
も
な
い
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
、
大
阪
で
「
労
音
」（
正
式
名
称
「
勤
労
者
音

楽
協
議
会
」）
と
よ
ば
れ
る
音
楽
鑑
賞
団
体
が
発
足
し
た
。「
良
い
音
楽
を
安
く
聴
く
」
と
の

理
念
を
掲
げ
た
こ
の
団
体
は
、
そ
の
後
、
他
の
地
域
に
も
波
及
し
て
や
が
て
全
国
へ
と
広
が

り
、
ピ
ー
ク
時
の
一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
に
は
全
国
で
一
八
五
の
労
音
、
会
員
総
数
は

六
三
万
七
千
名
を
集
め
る
巨
大
団
体
に
膨
れ
上
が
っ
た
(1)
。
そ
の
後
、
活
動
は
急
激
に
衰
微
し

て
い
く
も
の
の
、
戦
後
復
興
期
か
ら
高
度
成
長
期
に
か
け
て
の
日
本
に
お
け
る
音
楽
文
化
、
と

り
わ
け
洋
楽
の
幅
広
い
普
及
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
い
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
活
動
の
根
幹
が
鑑
賞
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
作
曲
・
演
奏
界
の
動
向
や
作

品
の
様
式
変
遷
な
ど
を
重
視
す
る
従
来
の
音
楽
史
記
述
で
は
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
加

え
、
一
部
地
域
の
労
音
で
は
政
治
運
動
的
側
面
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
音
楽
学
分
野

に
お
い
て
は
こ
れ
ま
で
研
究
対
象
と
な
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
(2)
。
け
れ
ど
も
、
聴
衆

の
規
模
に
加
え
、
大
都
市
の
み
な
ら
ず
地
方
中
小
都
市
へ
の
影
響
力
な
ど
を
考
慮
す
れ
ば
そ
の

重
要
性
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
特
に
、
労
音
が
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
」
を
中
心
に
洋

楽
の
鑑
賞
に
力
を
入
れ
、
毎
月
公
演
を
開
催
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
日
本
に
お
け
る
洋

楽
普
及
、
と
り
わ
け
地
方
に
お
け
る
洋
楽
普
及
と
い
う
点
で
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
対
象
と
す
る
広
島
労
音
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
に
調
査
や
研
究
が
行
わ
れ
た
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
の
よ
う
な
中
、
筆
者
は
広
島
労
音
発
足
か
ら
十
年
余
り
の
機
関
紙
（
月

刊
）
を
調
査
す
る
機
会
を
得
た
。
調
査
し
た
機
関
紙
は
、
一
九
五
五
年
一
月
号
（
第
一
号
）
か

ら
一
九
六
五
年
六
月
号
（
第
一
二
五
号
）
ま
で
の
約
十
年
分
で
あ
る
が
(3)
、
こ
の
時
期
は
、
全

国
の
労
音
が
も
っ
と
も
活
発
化
す
る
時
期
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
後
の
衰
退
へ
の
予
兆
、
活

動
や
方
向
性
の
変
質
が
指

摘
さ
れ
る
時
期
(4)
に
も
重

な
っ
て
い
る
。
い
わ
ば
、

労
音
全
体
に
お
い
て
も
っ

と
も
重
要
な
時
期
で
あ
っ

た
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
示

す
広
島
労
音
の
活
動
状
況

は
、
ひ
と
え
に
広
島
の
戦

後
音
楽
史
に
お
け
る
労
音

の
役
割
を
示
す
の
み
な
ら

ず
、
日
本
最
大
の
音
楽
鑑
賞
団
体
で
あ
る
労
音
の
歴
史
の
中
に
、
広
島
と
い
う
一
地
方
都
市
の

例
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
機
関
紙
と
い
う
性
格
を
考
え
れ
ば
、
編
集
者
の
意
図
、
す
な
わ
ち
組
織
中
枢
部

に
よ
る
意
識
や
考
え
が
反
映
さ
れ
、
会
員
に
対
す
る
啓
蒙
的
、
か
つ
宣
伝
的
な
性
質
が
強
い
こ

と
は
否
め
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
れ
を
し
て
一
般
会
員
の
動
向
や
意
識
と
し
て
捉
え
る
に
は
不
十

分
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
少
な
く
と
も
運
営
側
の
意
向
や
そ
の
変
化
を
確
認
す
る
こ
と

で
、
組
織
と
し
て
の
広
島
労
音
の
動
き
や
そ
の
変
容
を
み
る
こ
と
は
可
能
な
は
ず
で
あ
る
。
何

よ
り
も
、
一
時
は
九
〇
〇
〇
名
近
く
の
会
員
を
有
し
た
団
体
で
あ
る
。
広
島
に
お
い
て
、
こ
れ

ほ
ど
の
巨
大
な
音
楽
団
体
が
存
在
し
た
こ
と
は
今
も
っ
て
み
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
こ
の
よ
う
な
音
楽
団
体
の
中
枢
部
が
、
そ
の
会
員
た
ち
の
意
識
を
全
く
無
視
し
て
動
い
て

い
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
。

　

以
上
よ
り
本
稿
で
は
、
広
島
労
音
の
設
立
か
ら
十
年
間
の
活
動
内
容
や
方
針
、
そ
の
変
遷
と

特
徴
に
つ
い
て
、
発
行
さ
れ
た
機
関
紙
を
も
と
に
読
み
解
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
一
．
労
音
の
誕
生
と
広
島
労
音
の
位
置

　

大
阪
で
最
初
に
発
足
し
た
労
音
は
、
当
初
は
関
西
を
中
心
に
発
展
す
る
が
、
一
九
五
三
（
昭

和
二
八
）年
に
東
京
労
音
が
発
足
し
た
の
を
機
に
全
国
へ
と
広
が
っ
た
。そ
の
後
、一
九
五
五（
昭

和
三
〇
）
年
に
第
一
回
全
国
労
音
連
絡
会
議
が
開
催
さ
れ
全
国
的
な
組
織
統
一
へ
の
動
き
が
加

速
し
、
一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
に
は
全
国
体
制
が
ほ
ぼ
確
立
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
(5)
。

会
員
数
で
言
え
ば
、
そ
の
ピ
ー
ク
は
一
九
六
五
年
で
あ
る
が
、
こ
の
年
は
「
労
音
運
動
の
転
換

機
関
紙
に
み
る
広
島
労
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
発
足
か
ら
十
年
の
歩
み
〜

能　

登　

原　

由　

美
（「
ヒ
ロ
シ
マ
と
音
楽
」
委
員
会
委
員
長
）

写真 1　『広島新音楽』1955 年 5 月号
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点
」
と
も
言
わ
れ
、
そ
の
後
は
急
速
に
衰
退
し
て
い
く
。
会
員
数
は
激
減
し
、
僅
か
五
年
後
の

一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
に
は
ピ
ー
ク
時
の
三
分
の
一
と
な
る
二
一
万
名
に
ま
で
減
少
し
た

と
い
わ
れ
て
い
る
(6)
。

　

そ
の
活
動
理
念
に
つ
い
て
は
、
東
京
労
音
が
創
立
一
周
年
で
採
択
し
た
三
大
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

簡
潔
に
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、（
一
）
良
い
音
楽
を
安
く
多
く
の
人
に
、（
二
）
企
画
運

営
は
会
員
の
手
で
、（
三
）
国
民
音
楽
を
創
造
育
成
し
よ
う
、
で
あ
る
(7)
。
後
に
み
る
よ
う
に
、

広
島
労
音
の
立
ち
上
げ
に
は
東
京
労
音
で
委
員
も
務
め
て
い
た
と
い
う
人
物
が
関
わ
っ
て
お

り
、
機
関
紙
の
中
で
も
こ
れ
ら
の
理
念
を
踏
ま
え
た
議
論
や
省
察
が
頻
繁
に
登
場
す
る
。
よ
っ

て
、
広
島
労
音
に
お
い
て
も
、
少
な
く
と
も
運
営
側
の
意
識
に
お
い
て
は
同
様
の
理
念
が
前
提

に
あ
っ
た
と
み
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

広
島
労
音
の
結
成
は
、
全
国
で
十
四
番
目
と
な
る
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
十
一
月
で

あ
っ
た
（
第
一
回
例
会
は
十
二
月
）。
こ
の
年
に
は
全
国
で
九
つ
の
労
音
が
発
足
し
て
お
り
、

一
九
五
〇
年
代
半
ば
以
降
、
労
音
が
全
国
化
す
る
最
初
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
中
国
地
方
で

言
え
ば
、
同
年
五
月
に
結
成
さ
れ
た
岡
山
労
音
に
次
い
で
二
番
目
で
あ
っ
た
(8)
。

　

二
．
調
査
し
た
機
関
紙
に
つ
い
て

　

本
稿
で
は
、
広
島
労
音
が
発
行
し
た
月
刊
の
機
関
紙
(9)
を
も
と
に
、
こ
れ
ま
で
全
く
明
ら
か

と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
広
島
労
音
の
実
態
と
活
動
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
。
対
象
と
す
る
時
期

は
、
筆
者
が
入
手
し
た
機
関
紙
の
発
行
時
期
で
あ
る
一
九
五
五
年
一
月
か
ら
一
九
六
五
年
六
月

（
た
だ
し
、
実
際
の
発
行
は
前
月
と
な
る
た
め
、
一
九
五
四
年
十
二
月
か
ら
一
九
六
五
年
五
月
）

と
な
る
。
な
お
、
機
関
紙
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
第
一
号
の
み
『
廣
島
労
音
ニ
ュ
ー
ス
』
と
記

載
さ
れ
、
第
二
号
か
ら
は
『
広
島
新
音
楽
』
と
命
名
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
一
九
六
一
年
一
月
号

か
ら
は
『
広
島
労
音
』
と
改
題
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
表
紙
に
記
さ
れ
る
号
名
に
つ
い
て
は
、

創
刊
号
か
ら
の
通
し
番
号
の
場
合
と
発
行
年
月
の
場
合
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
通
し
番
号
に
つ

い
て
は
、
記
載
ミ
ス
と
思
わ
れ
る
重
複
や
無
記
載
も
み
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、
広

島
労
音
の
機
関
紙
を
参
照
・
引
用
す
る
場
合
は
、発
行
年
月
（
西
暦
と
月
）
で
示
す
こ
と
と
す
る
。

　

三
．
機
関
紙
に
み
る
広
島
労
音

　
三
―
一
．
結
成

　

労
音
が
最
初
に
発
足
し
た
大
阪
の
場
合
、
設
立
の
母
体
は
さ
ま
ざ
ま
な
職
場
の
演
奏
団
体
が

加
盟
す
る
「
関
西
自
立
楽
団
協
議
会
」
で
あ
っ
た
(10)
。
こ
の
よ
う
に
、
労
音
の
多
く
は
、
以
前

か
ら
あ
っ
た
地
元
の
音
楽
団
体
が
母
体
と
な
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
広
島
労
音
に
つ
い
て
は

ど
う
か
。
ま
ず
は
広
島
労
音
の
結
成
時
の
様
子
を
み
て
み
よ
う
。

　

一
九
五
五
年
一
月
号
、
す
な
わ
ち
創
刊
号
に
は
、
結
成
大
会
の
様
子
、
声
明
、
役
員
、
事
業

内
容
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、結
成
大
会
は
一
九
五
四
年
十
一
月
二
六
日
、

紙
屋
町
電
通
会
館
に
て
約
七
〇
名
の
代
表
者
の
参
集
の
も
と
に
行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
、
官
公

庁
職
員
や
学
校
関
係
者
、
放
送
・
新
聞
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
、
交
通
や
電
力
な
ど
公
益
事

業
関
係
者
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
大
会
で
は
、
役
員
の
任
命
や
規
約
の
制
定
(11)
、
声
明
の
採
択

な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

一
方
、
一
九
五
五
年
四
月
号
に
、
広
島
労
音
結
成
に
至
る
ま
で
の
回
想
録
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
(12)
。「
統
制
電
話
中
継
所
」
に
勤
務
す
る
こ
の
記
事
の
著
者
、
安
武
文
雄
に
よ
れ
ば
、
広
島

で
は
労
音
結
成
に
向
け
て
二
つ
の
動
き
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、安
武
を
中
心
と
し
た
動
き
と
、

Ｆ
Ｋ
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
放
送
局
）
関
係
者
を
中
心
と
し
た
動
き
で
あ
る
。
Ｆ
Ｋ
側
の
動
き
に
つ
い

て
は
機
関
紙
の
中
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
こ
こ
で
は
、
回
想
録
に
書
か

れ
た
前
者
の
動
き
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

　

発
端
は
、
一
九
五
四
年
七
月
に
広
島
へ
転
勤
し
て
き
た
東
京
労
音
元
委
員
か
ら
の
話
に
始
ま

る
。
そ
の
後
、
こ
の
元
委
員
と
安
武
を
含
む
五
名
に
よ
り
、
結
成
趣
意
書
の
作
成
や
会
員
集
め

の
方
法
な
ど
が
検
討
さ
れ
た
。
九
月
に
は
世
話
人
会
を
開
く
も
の
の
、参
加
者
は
僅
か
十
五
名
、

次
の
会
で
も
二
〇
名
の
参
加
者
し
か
集
ま
ら
な
か
っ
た
。
事
態
が
急
転
す
る
の
は
、
Ｆ
Ｋ
関
係

者
に
よ
る
広
島
労
音
結
成
の
動
き
と
合
流
す
る
十
月
で
あ
る
。
こ
の
時
す
で
に
、「
Ｆ
Ｋ
側
の

考
え
方
が
相
当
強
腰
で
急
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
方
法
等
に
つ
い
て
も
色
々
協
議
し
た
結

果
我
々
も
こ
れ
に
全
面
的
に
賛
同
し
」、
趣
意
書
を
再
度
作
成
し
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
広
島

労
音
の
結
成
に
お
い
て
は
、
Ｆ
Ｋ
関
係
者
を
中
心
と
す
る
人
々
が
主
導
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と

み
ら
れ
る
。
実
際
、初
代
運
営
委
員
長
も「
Ｆ
Ｋ
側
」の
人
物
で
あ
っ
た
と
安
武
は
記
し
て
い
る
。

　

で
は
、
こ
の
Ｆ
Ｋ
側
の
動
き
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
残

念
な
が
ら
機
関
紙
の
中
で
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
広
島
労
音
の
設
立
母
体
に
つ
い

て
現
段
階
で
は
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
し
補
足
す
れ
ば
、当
時
広
島
に
は「
広

島
音
楽
連
盟
」
と
い
う
音
楽
鑑
賞
団
体
が
あ
っ
た
が
(13)
、
こ
の
団
体
と
は
シ
ス
テ
ム
の
違
い
か

ら
協
同
体
制
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
、
発
足
五
周
年
記
念
の
座
談
会
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
（
一
九
五
九
年
十
二
月
号
）。
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ま
た
、
安
武
に
よ
っ
て
Ｆ
Ｋ
側
の
関
係
者
と
記
さ
れ
た
初
代
委
員
長
瀬
尾
正
登
は
、
当
時
Ｎ
Ｈ

Ｋ
広
島
放
送
管
弦
楽
団
の
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
奏
者
で
、広
島
大
学
教
育
学
部
音
楽
科
（
福
山
分
校
）

の
講
師
を
兼
務
し
て
い
た
と
い
う
(14)
。
機
関
紙
で
確
認
し
た
限
り
、
瀬
尾
は
委
員
長
就
任
時
か

ら
事
務
局
長
も
兼
任
す
る
と
と
も
に
、
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
度
ま
で
三
期
に
わ
た
り
委

員
長
に
選
出
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
委
員
長
退
任
後
は
一
九
六
三(

昭
和
三
八)

年
ま
で
事

務
局
長
を
務
め
て
い
る
。
い
わ
ば
、
広
島
労
音
の
根
幹
を
作
り
上
げ
た
立
役
者
の
一
人
で
あ
っ

た
。
つ
ま
り
、
広
島
労
音
の
結
成
と
基
礎
固
め
に
貢
献
し
た
人
物
の
一
人
は
、
Ｆ
Ｋ
関
係
者
と

は
い
え
音
楽
専
門
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
瀬
尾
だ
け
を
み
る
限
り
、
職
場
の
音
楽
サ
ー

ク
ル
と
い
う
ア
マ
チ
ュ
ア
演
奏
家
集
団
を
母
体
に
し
た
大
阪
労
音
な
ど
の
結
成
事
情
と
は
異
な

る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
憶
測
を
裏
付
け
る
に
は
さ
ら
な
る
関
係
資
料

の
発
見
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
前
出
の
回
想
録
に
よ
れ
ば
、
そ
の
後
、
十
一
月
末
に
結
成
大
会
を
開
催
、
そ
し
て

十
二
月
四
日
に
は
、
本
川
小
学
校
講
堂
に
お
い
て
第
一
回
例
会
が
開
催
さ
れ
た
。
記
念
す
べ
き

第
一
回
例
会
は
、
モ
ー
リ
ス
・
ク
レ
ア
ー
に
よ
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
独
奏
会
で
、
結
成
大
会
で
会

長
に
任
命
さ
れ
た
ば
か
り
の
浜
井
信
三
広
島
市
長
も
来
場
し
た
と
い
う
。

　
三
―
二
．
組
織

　
三
―
二
―
一
．
運
営

　

創
刊
号
で
は
、労
音
の
し
く
み
に
つ
い
て
次
の
文
言
に
よ
り
説
明
を
始
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、

「
広
島
労
音
を
動
か
す
も
の　

会
員
―
代
表
者
会
議
―
運
営
委
員
会
」。
こ
れ
は
ま
さ
に
、
労
音

の
結
成
理
念
で
あ
る
、「
企
画
運
営
は
会
員
の
手
で
」
行
う
こ
と
を
文
言
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
実
際
に
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
の
運
営
委
員
会
を
置
き
な
が
ら
も
、
組
織
を
動
か
す

の
は
あ
く
ま
で
会
員
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。労
音
全
体
に
共
通
す
る
点
で
は
あ
る
が
、

以
下
に
述
べ
る
広
島
労
音
の
活
動
を
み
る
上
で
も
重
要
な
点
で
あ
る
た
め
、
そ
の
し
く
み
に
つ

い
て
こ
こ
で
少
し
詳
し
く
み
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
労
音
の
会
員
に
な
る
た
め
に
は
、
三
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ
単
位
で
の
入
会
が
原
則
と

な
る
(15)
。
ち
な
み
に
、
三
名
以
上
で
あ
れ
ば
家
族
や
友
人
同
士
で
も
入
れ
る
が
、
グ
ル
ー
プ
の

大
半
は
職
場
や
学
校
な
ど
で
作
ら
れ
て
お
り
、
機
関
紙
に
掲
載
さ
れ
る
新
加
入
の
グ
ル
ー
プ
に

つ
い
て
は
職
場
・
学
校
名
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
、
各
グ
ル
ー
プ
は
代
表
者
を
選
出
す
る
。
代
表
者
は
会
費
の
徴
収
と
納
入
や
連
絡
な
ど

を
行
っ
た
が
、
最
も
重
要
な
の
は
、
代
表
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
代
表
者
会
議
に
出
席
す
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
こ
の
代
表
者
会
議
は
、
三
ヶ
月
ご
と
に
（
発
足
当
初
は
毎
月
一
回
）
行
わ
れ
、

そ
の
会
議
で
労
音
全
体
の
方
針
や
活
動
内
容
な
ど
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

代
表
者
会
議
で
決
ま
っ
た
事
項
が
、
運
営
委
員
会
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
る
し
く
み
に
な
っ
て
い

た
。
つ
ま
り
、「
広
島
労
音
を
動
か
す
も
の
」
と
し
て
、「
会
員
―
代
表
者
会
議
―
運
営
委
員
会
」

と
い
う
「
下
意
上
達
」
の
シ
ス
テ
ム
が
、
労
音
に
お
い
て
最
も
重
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
理
念
上
の
話
で
あ
り
、
実
際
の
活
動
に
お
い
て
は
、
発
足
か
ら

程
な
く
し
て
問
題
が
生
じ
た
。
す
な
わ
ち
、
代
表
者
会
議
の
出
席
率
の
低
さ
が
機
関
紙
で
も
繰

り
返
し
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
五
七
年
三
月
号
で
は
、
出
席
率
が
一

割
に
も
満
た
な
か
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
以
後
、
代
表
者
会
議
へ
の
参
加
が
毎
号
の

よ
う
に
呼
び
か
け
ら
れ
る
も
の
の
、
翌
一
九
五
八
年
五
月
号
で
は
、「
毎
回
代
表
者
の
出
席
が

悪
く
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
事
毎
に
反
省
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
日
の
出
席
者

は
そ
れ
を
遥
か
に
下
回
る
僅
か
十
三
名
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
当
時
は
約

七
〇
〇
〇
名
の
会
員
を
抱
え
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
代
表
者
会
議
に
よ
る
と
は
い
え
、
特

定
少
数
の
人
間
に
よ
っ
て
活
動
内
容
が
決
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
も
お
か
し
く
は
な
い
だ
ろ

う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
の
活
動
内
容
は
必
ず
し
も
会
員
多
数
の
意
思
を
反
映
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
と
い
え
る
の
だ
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

話
を
元
に
戻
そ
う
。
代
表
者
会
議
で
決
ま
っ
た
事
項
は
、
運
営
委
員
会
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ

た
。
広
島
労
音
発
足
時
で
は
、
運
営
委
員
会
は
委
員
長
の
統
括
の
も
と
、
事
業
部
、
宣
伝
部
、

組
織
部
、
財
政
部
の
四
部
門
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
一
九
五
七
年
か
ら
運
営
副
委

員
長
、
総
務
部
、
調
査
部
が
新
た
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
財
政
部
は
一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）

年
か
ら
総
務
部
に
統
合
さ
れ
た
。
ま
た
、
組
織
部
は
一
九
五
九
年
に
一
旦
廃
止
さ
れ
た
後
、

一
九
六
〇
年
に
復
活
す
る
が
、
こ
の
組
織
部
復
活
の
背
景
に
は
、
全
国
的
な
組
織
拡
大
化
の
動

き
と
と
も
に
、広
島
労
音
で
の
会
員
減
少
問
題
が
大
き
く
影
響
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
会
長
職
も
設
置
さ
れ
、
初
年
は
浜
井
市
長
が
選
ば
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
二

年
目
以
降
は
広
島
県
知
事
の
大
原
博
夫
が
会
長
と
な
っ
た
。
実
は
、
労
音
発
足
の
四
ヶ
月
後
に

行
わ
れ
た
広
島
市
長
選
で
、
浜
井
は
保
守
系
の
新
人
渡
辺
忠
雄
に
敗
れ
て
い
た
。
よ
っ
て
、
対

外
交
渉
な
ど
を
有
利
に
進
め
る
た
め
に
地
方
行
政
の
ト
ッ
プ
を
会
長
職
と
す
る
べ
く
、
新
た
に

県
知
事
が
任
命
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
浜
井
は
落
選
後
も
顧
問
に
就
任
し
て
機

関
紙
上
で
年
頭
の
辞
を
述
べ
て
い
る
ほ
か
、
一
九
五
九
年
に
市
長
に
再
選
さ
れ
た
直
後
に
は
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紙
上
座
談
会
（
一
九
五
九
年
七
月
号
）
に
も
参
加
す
る
な
ど
積
極
的
な
関
わ
り
を
持
ち
続
け

た
(16)
。
こ
う
し
た
浜
井
と
広
島
労
音
と
の
繋
が
り
に
つ
い
て
は
、
政
治
信
条
的
な
観
点
か
ら
も

改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
三
―
二
―
二
．
会
員
構
成

　

次
に
、
会
員
と
そ
の
構
成
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
発
足
か
ら
五
年
を
経
た
一
九
五
九
年

十
二
月
号
に
、「
広
島
労
音
五
年
間
の
あ
ゆ
み
」
を
振
り
返
る
特
集
が
あ
る
。
最
初
の
例
会
か

ら
一
九
五
九
年
十
月
ま
で
の
例
会
内
容
と
と
も
に
、
会
員
数
、
入
会
・
脱
会
者
数
が
数
値
と
グ

ラ
フ
に
よ
っ
て
示
さ
れ
、
五
年
間
の
軌
跡
を
振
り
返
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
例

会
内
容
と
会
員
数
を
抜
粋
し
て
作
成
し
た
も
の
が（
表
１
）で
あ
る
。こ
こ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

発
足
時
に
は
一
〇
七
〇
名
だ
っ
た
会
員
は
、
一
年
後
の
一
九
五
五
年
十
二
月
に
は
五
〇
四
三
名

と
五
倍
近
く
に
膨
れ
上
が
り
、
そ
の
後
も
順
調
に
増
加
す
る
。
会
員
数
が
最
多
に
な
る
の
は

一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
七
月
で
、
八
八
六
九
名
を
数
え
る
。
発
足
か
ら
二
年
目
と
な
る
こ

の
年
の
会
員
数
は
、
六
月
か
ら
十
二
月
ま
で
終
始
八
〇
〇
〇
名
を
超
え
て
お
り
、
最
初
期
の
五

年
間
で
最
も
会
員
数
が
多
か
っ
た
時
期
と
な
る
。
し
か
し
、
三
年
目
の
一
九
五
七
年
に
入
る
と

早
く
も
減
少
に
転
じ
、
集
計
最
後
の
一
九
五
九
年
十
月
の
時
点
で
は
、
六
三
八
一
名
に
減
少
し

て
い
る
。

　

そ
の
後
、
こ
の
よ
う
に
一
定
期
間
の
会
員
数
推
移
が
示
さ
れ
る
の
は
、
調
査
対
象
の
資
料

で
は
唯
一
、一
九
六
三
年
六
月
号
だ
け
と
な
る
。
そ
こ
で
は
、
前
年
六
月
か
ら
の
一
年
間
を
振

り
返
る
特
集
が
あ
り
、
会
員
数
の
増
減
が
概
数
に
よ
る
グ
ラ
フ
で
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
会
員
数
の
減
少
は
さ
ら
に
進
ん
で
お
り
、
一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
後
半
に
は

五
〇
〇
〇
名
を
割
り
、
一
九
六
三
年
四
月
に
は
つ
い
に
四
〇
〇
〇
名
を
切
っ
て
い
る
。
発
足
か

ら
十
年
を
待
た
ず
し
て
、最
盛
期
の
半
数
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
、

一
九
五
七
年
以
降
は
漸
減
を
み
る
広
島
労
音
の
会
員
数
は
、
一
九
六
五
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

労
音
全
体
の
会
員
数
推
移
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
背
景
や
要
因
に
つ
い
て
は
今
後

検
討
を
要
す
る
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
会
員
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
一
九
六
二
年
四
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
資
料
が
唯
一
参
考

に
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
前
年
度
一
年
間
に
行
な
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
よ
る
も
の
だ

が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
男
性
よ
り
は
女
性
が
多
く
、
年
代
別
で
は
二
五
歳
以
下
の
若
者
が
圧
倒

的
に
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

な
お
、
会
員
の
居
住
地
域
に
関
す
る
記
録
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
広
島
市
内
に
限
定
さ
れ

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
郊
地
域
で
も
「
労
音
組
織
」
が
相
次

い
で
誕
生
し
た
こ
と
が
機
関
紙
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
呉
で
は
一
九
五
五
年
七

月
（
一
九
五
五
年
七
月
号
）、
福
山
で
も
同
年
十
月
（
一
九
五
五
年
十
月
号
）、
尾
道
で
は
翌

一
九
五
六
年
四
月
（
一
九
五
六
年
七
月
号
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
名
称
は
「
労
音
」
で
は
な
い

も
の
の
、
中
国
労
音
連
絡
会
議
に
参
加
し
相
互
提
携
が
諮
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
西
側
近
郊
地

域
で
は
、
広
島
県
に
隣
接
す
る
山
口
県
岩
国
市
で
も
結
成
の
動
き
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
る
（
一
九
五
六
年
二
月
号
）。

　
三
―
三
．
事
業

　
「
良
い
音
楽
を
安
く
聴
く
」
と
い
う
理
念
は
、
広
島
労
音
で
も
発
足
当
初
か
ら
う
た
わ
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
(17)
。
よ
っ
て
、
そ
の
活
動
内
容
は
、
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
主
軸
と
な

る
「
例
会
」、
す
な
わ
ち
演
奏
会
と
、
そ
の
活
動
を
活
性
化
す
る
た
め
に
設
定
さ
れ
た
さ
ま
ざ

ま
な
「
例
会
外
事
業
」
の
二
つ
に
大
別
で
き
る
。

　
三
―
三
―
一
．
例
会

　

例
会
内
容
は
、
労
音
の
活
動
に
お
い
て
常
に
最
も
重
要
な
検
討
課
題
で
あ
っ
た
。
無
論
、
例

会
が
理
念
を
具
現
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
が
、
さ
ら
に
労
音
と
い
う
組
織
を
支

え
る
シ
ス
テ
ム
が
、必
然
的
に
例
会
内
容
の
検
討
を
重
視
さ
せ
て
い
た
。
そ
の
シ
ス
テ
ム
と
は
、

「
安
く
多
く
の
人
に
」
広
め
る
た
め
に
考
案
さ
れ
た
会
費
制
度
で
あ
る
。
ま
ず
は
そ
の
会
費
制

度
に
つ
い
て
、
簡
単
に
説
明
し
た
い
。

　

例
会
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、
最
初
に
入
会
金
を
払
っ
て
会
員
と
な
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ

の
後
は
月
払
い
で
会
費
を
払
う
こ
と
に
よ
り
、
例
会
、
す
な
わ
ち
音
楽
公
演
を
聴
く
こ
と
が
で

き
る
。
た
だ
し
、
会
費
を
納
入
し
な
い
と
「
脱
会
」
と
み
な
さ
れ
る
。
再
び
例
会
に
参
加
し
た

い
時
は
、
改
め
て
入
会
金
と
そ
の
月
の
会
費
を
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
会
費
は
発
足
時
か

ら
一
九
六
〇
年
ま
で
は
月
額
一
〇
〇
円
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
エ
な
ど
経
費
の
か

か
る
「
大
物
」
の
例
会
時
は
「
臨
時
会
費
」
と
称
し
て
追
加
料
金
が
徴
収
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ

に
し
て
も
通
常
の
公
演
に
比
べ
る
と
か
な
り
の
低
価
格
で
、
会
費
の
安
さ
は
会
員
に
と
っ
て
最

も
大
き
な
魅
力
の
一
つ
で
あ
っ
た
（
一
九
五
五
年
三
月
号
）。
も
ち
ろ
ん
、「
良
い
音
楽
を
安
く
」

と
い
う
理
念
を
考
え
れ
ば
当
然
か
も
し
れ
な
い
。
一
方
、入
会
金
も
会
費
と
同
じ
く
一
〇
〇
円
。
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（表１）広島労音月例会一覧（1954 年 12 月〜 1965 年 6 月）
年 月 例会内容 会員数

1954 12 モーリス・クレアー（ヴァイオリン） 1,070
1955 1 大谷冽子（ソプラノ） 1,504

2 安川加寿子（ピアノ） 1,835
3 NHK サロンアンサンブル 2,294
4 毎日音楽コンクール優勝者新人紹介演奏会 2,359
5 近衛交響楽団 3,296
6 辻久子（ヴァイオリン） 3,694
7 歌と室内楽の夕 3,860
8 独唱と二重唱の夕 3,647
9 園田高弘（ピアノ） 4,210

10 巌本眞理（ヴァイオリン） 5,043
11 東京藝術大学交響楽団 5,043
12 NHK 交響楽団 5,043

1956 1 諏訪根自子（ヴァイオリン） 6,522
2 シュタホンハーゲン弦楽四重奏団 7,053
3 新人ジョイント・リサイタル 7,224

4 ミュージック・マイナス・ワンによる HiFi グ
ランドコンサート

7,462

5 ハンス・カン（ピアノ） 7,827
6 東京交響楽団 8,856
7 管楽器による独奏と室内楽の夕 8,869

8 東京ニューアンサンブル愉しいサロン音楽の
夕

8,589

9 柴田睦陸、柴田喜代子独唱と重唱の夕 8,621
10 植野豊子（ヴァイオリン）＆永井進（ピアノ） 8,802
11 二台のハープとジュピタートリオ 8,688

12「第九」演奏会（広島放送交響楽団、第九合唱
団 [ 在広各合唱団合同 ]）

8,705

1957 1 トリオ名曲の夕 8,333
2 ブローダス・アール（ヴァイオリン） 8,225
3 ピアノ音楽を愉しむ例会 7,923
4 第 25 回音楽コンクール入賞新人演奏会 7,690
5 ABC 交響楽団 8,470
6 ピアノ音楽の夕べ（松浦豊明＆田中希代子） 8,542
7 ラモー室内楽団 8,308
8 協奏曲の夕べ 7,862
9 福沢アクリヴイ夫人（ソプラノ） 7,555

10 辻久子（ヴァイオリン） 7,806
11 プロ・ムジカ弦楽四重奏団 7,709
12 東京コラリアーズ 7,639

年 月 例会内容 会員数
1958 1 フィルハアモニア室内楽団 7,212

2 中山悌一（バリトン） 7,275
3 新進によるジョイント・リサイタル 7,067
4 二期会オペラ「カルメン」 7,077
5 フルート、チェロ、ピアノの名曲をたずねて 6,788
6 巌本眞理（ヴァイオリン） 7,196
7 原智恵子（ピアノ） 7,042
8 芸大吹奏楽団 6,872
9 にほんのうた　せかいのうた 6,812

10 アカデミー弦楽四重奏団 6,871
11 小牧バレエ団「眠れる森の美女」 6,914

12 合唱とオーケストラの夕「森の歌」（広島放送
交響楽団、合同合唱団）

6,490

1959 1 井口基成（ピアノ） 6,451
2 新進ジョイント・リサイタル 6,329
3 日本フィルハーモニー交響楽団 6,549
4 佐々木成子（メゾ・ソプラノ） 6,171

5 室内オーケストラの夕べ（川崎優指揮、新室
内管弦楽団）

6,263

6 平岡養一（木琴） 6,742
7 東京混声合唱団 6,637
8 ストリングオーケストラの夕べ 6,453
9 外山滋（ヴァイオリン） 6,448

10 安川加寿子（ピアノ） 6,381

11 オペラ「フィガロの結婚」（京都市交響楽団、
二期会合唱団）

12 鷲見三郎指揮アンサンブルフォンテーヌ
1960 1 諏訪根自子（ヴァイオリン）

2 小野崎純（チェロ）／新人ジョイント・リサ
イタル

3 田中希代子（ピアノ）
4 アレクサンドル・プロチエック（ヴァイオリン）
5 魅惑のムードオーケストラ
6 二期会合唱団
7 武蔵野音楽大学吹奏楽団
8 オルケスタ・ティピカ東京（タンゴの夕べ）
9 田中伸道帰国演奏会（ヴァイオリン）

10 五十嵐喜芳（テノール）
11 大阪フィルハーモニー交響楽団
12 60 年さよならコンサート

年 月 例会内容
1961 1 高英男今日のうたを今日うたおう、室内楽名曲の夕

2 巌本眞理（ヴァイオリン）
A 系列 B 系列

3 東京室内交響楽団 原信夫とシャープス・アンド・フラッツ
4 小牧バレエ団「コッペリア」ほか 白木秀雄クインテットとデューク・エイセス
5 アントニン・モラヴェッツ（ヴァイオリン） トランペットの松本文男とミュージック・メーカーズ
6 二期会オペラ「セヴィラの理髪師」 ダーク・ダックス
7 平岡養一（木琴） 東京ブラス・オーケストラ
8 ヨーゼフ・ハーラー（ピアノ） スターダスターズ
9 今井久仁恵（ソプラノ）＆ジョヴァンニ・トミ（テナー） ブルースとディキシィをたずねて

10 平井丈一郎（チェロ） 芦野宏シャンソンの夕
11 京都市交響楽団 藤家虹二とそのクインテット
12 ゲルハルト・ヒッシュ（バリトン） 伊藤素道とリリオ・リズム・エアーズ
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年 月 A 系列 B 系列
1962 1 日本フィルハーモニーオーケストラ スマイリー小原とスカイライナーズ

2 江藤俊哉（ヴァイオリン） モダンジャズの粋平岡養二とそのクインテット
3 松浦豊明（ピアノ） 宮間利之とニューハード・オーケストラ
4 ルチルデ・ベッシュ（ソプラノ） 鈴木章治とリズム・エース
5 谷桃子バレエ団「白鳥の湖」 ウエスタン音楽ジミー時田とマウンテン・プレイボーイズ

6 ウィーン・コンツェルト・ハウス・カルテット／モルスキー（ピ
アノ）＆プロシャイ（ヴァイオリン） 黒人女性歌手サニー・メイスとクレオール・シックス

7 大橋国一（バリトン） 有馬徹とノーチェ・クバーナ（ラテンリズムの祭典）
8 国立音楽大学オーケストラ ペギー葉山・立川澄人
9 ヤーセック（ヴァイオリン）＆ハーラー（ピアノ） ミュージカル（永六輔作「灯台の灯のように」）

10 バロック音楽の夕べ 江利チエミ
11 二期会オペラ「トスカ」 浜水俊朗とゲイ・スターズ
12 ウラジーミル・マリーニン（ヴァイオリン） ブロードウェイ物語

1963
1 レフ・オボーリン（ピアノ）

北村英治とそのクインテット（ディキシーとスイング）／北村
維章と東京シンフォニック・タンゴ・オーケストラ（ブルース
の女王淡谷のり子）

2 ドイツ・バッハ・ゾリステン 原信夫とシャープス＆フラッツ
3 桐朋学園オーケストラ トシコ・マリアーノ・カルテット

4 井内澄子（ピアノ）＆海野義雄（ヴァイオリン） 薗田憲一とデキシー・キングス / ビリー・バンクス水島早苗／
岸洋子シャンソン・リサイタル

5 藤原歌劇団オペラ「カルメン」 モダン・ジャズ中村八大

6 ハンス・リヒター・ハーゼル（ピアノ） 中南米の美しいメロディを聞かせるロス・クアトロ・エルマノ
ス・シルヴァ

7 辻久子（ヴァイオリン） ダークダックス

8 東京四重唱団 和田弘とマヒナ・スターズ／ジョージ・ルイスとニューオルリ
ンズ・オールスターズ

9 ウィーン・フィルハーモニック弦楽四重奏団 アルマンド・オレフィチェとハバナキューバン・ボーイズ
10 五十嵐喜芳（テノール） 小原重徳とブルーコーツ
11 イヨルク・デームス（ピアノ） 黒人ボーカルカルテット The Wanderers
12 ピアノトリオをきこう 東京キューバン・ボーイズ

1964 1 大阪フィルハーモニー交響楽団 アイ・ジョージ
2 東京混声合唱団 原信夫とシャープス＆フラッツ
3 ミシェル・シュバルベ（ヴァイオリン） 黒人四重唱団ゴールデンゲイトカルテット
4 安川加寿子（ピアノ） 南里雄一郎とホットペッパーズ・オーケストラ
5 谷桃子バレエ・コンサート「ジゼル」 アルゼンチン・タンゴ　キンテート・レアル
6 ウィーンアカデミー合唱団 海老原啓一郎とロブスターズ
7 江藤俊哉（ヴァイオリン） コニー・アイランダース（ハワイアン）
8 ハープ・トリオ ロス・マニヨス（ラテン・コーラス）
9 ボリス・グトニコフ（ヴァイオリン） クラリネット鈴木章治とリズムエース

10 五十嵐喜芳（テノール） エストレージャス（アフロ・キューバン）
11 ゲバントハウス・カルテット ルイス・アルベルト・デル・パラナとロス・パラグァヨス
12 会員の大合唱による第九演奏 デキシーの競演／シャンソンの花束石井好子

1965 1 みんなで唄おうにほんの歌 有馬徹とノーチェ・クバーナ
2 海野義夫（ヴァイオリン）＆小林仁（ピアノ） ボニー・ジャックス
3 京都市交響楽団 ナポリ・クインテット
4 園田高弘（ピアノ） 雪村いづみ
5 オペラ「夕鶴」（大谷冽子ほか） 西田佐知子／松本英彦カルテット
6 岩城宏之（指揮）東京フィルハーモニー交響楽団 ジョージ・ルイスとニュー・オルリーンズ・オール・スターズ

（注）広島労音機関紙（1955 年 1 月号〜 1965 年 6 月号）に掲載された例会告知文をもとに、能登原が作成。　
　　  会員数については、「広島労音五年間のあゆみ」『広島新音楽』（1959 年 12 月号）掲載のグラフから抽出した。

（表１）続き
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よ
っ
て
、
例
会
内
容
に
興
味
を
持
て
な
い
月
は
会
費
を
払
わ
ず
「
脱
会
」
し
、
行
き
た
い
月
に

入
会
金
と
会
費
を
払
っ
て
参
加
す
る
こ
と
も
事
実
上
、
可
能
で
あ
っ
た
。
無
論
、
グ
ル
ー
プ
単

位
で
の
入
会
が
原
則
で
あ
っ
た
た
め
、
脱
入
会
は
個
人
単
位
ほ
ど
容
易
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い

だ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
実
際
に
低
迷
期
の
紙
面
で
は
、「『
聴
き
た
く
な
い
例
会
に
会
費
を
払
う

よ
り
入
会
金
を
払
っ
た
方
が
良
い
』と
の
会
員
の
声
が
聞
か
れ
」る
こ
と
を
憂
う
と
と
も
に
、「
最

近
は
傾
向
が
激
し
い
」
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
一
九
六
二
年
五
月
号
）。

　

つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
労
音
の
仕
組
み
で
は
、
例
会
内
容
が
会
員
数
の
増
減
に
反
映
さ
れ
や

す
か
っ
た
。
逆
に
言
え
ば
、
会
員
の
脱
入
会
者
数
が
例
会
の
「
人
気
度
」、「
会
員
の
嗜
好
」
の

指
標
と
も
な
っ
た
。
実
際
、
最
も
人
気
の
あ
っ
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
公
演
の
月
は
入
会
者
数
が
一

挙
に
増
え
、
室
内
楽
な
ど
人
気
の
な
い
演
目
の
と
き
は
脱
会
者
が
増
え
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
る
（
一
九
五
七
年
三
月
号
）。
ち
な
み
に
、
東
京
や
大
阪
か
ら
招
聘
す
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
公

演
に
は
費
用
が
か
か
り
、
追
加
料
金
も
徴
収
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
こ
う
し
た
「
大
物
」
公
演
を

好
む
会
員
の
声
が
紙
面
に
度
々
取
り
上
げ
ら
れ
、「
大
物
」
を
呼
ぶ
た
め
の
会
費
の
値
上
げ
の

是
非
を
問
う
議
論
さ
え
起
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
か

ら
一
五
〇
円
に
、
一
九
六
二
年
か
ら
は
Ａ
系
列
二
〇
〇
円
、
Ｂ
系
列
二
五
〇
円
と
、
会
費
も
漸

次
値
上
げ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
例
会
内
容
は
会
員
数
に
も
直
接
影
響
を
与
え
た
た
め
、
会
員
数
が
減
少
し
始

め
る
一
九
五
七
年
以
降
、
例
会
を
め
ぐ
る
議
論
は
頻
度
と
深
刻
さ
を
増
し
て
く
る
。
た
と
え

ば
、
会
員
数
が
九
〇
〇
〇
名
近
く
ま
で
延
び
た
一
九
五
六
年
か
ら
一
転
し
て
、
一
九
五
七
年
一

月
の
例
会
で
は
過
去
最
高
の
脱
会
者
数
と
例
会
欠
席
率
と
な
っ
た
。
そ
の
原
因
に
つ
い
て
、
例

会
内
容
と
会
員
の
嗜
好
の
問
題
が
、
紙
面
座
談
会
を
通
じ
て
議
論
さ
れ
て
い
る
（
一
九
五
七
年

三
月
号
）。
こ
う
し
た
例
会
内
容
を
め
ぐ
る
議
論
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
論
点
に
つ
い
て
は
お

お
よ
そ
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
立
案
の
基

準
（
演
奏
家
中
心
／
曲
目
中
心
）（
一
九
五
六
年
八
月
号
）、
演
奏
家
の
質
（
一
流
／
二
流
、
著

名
／
無
名
・
新
人
、
外
来
／
国
内
／
地
元
）（
一
九
五
五
年
十
二
月
号
、
一
九
五
六
年
十
二
月
号
、

一
九
五
七
年
三
月
号
）、
演
奏
曲
目
の
質
（
大
衆
的
／
高
尚
）、
例
会
全
体
の
質
・
方
向
性
（
指

導
性
／
指
向
性
、
高
め
る
／
楽
し
め
る
）（
一
九
五
八
年
十
一
月
号
）
な
ど
で
あ
る
。　

　

以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
、
広
島
労
音
の
例
会
内
容
を
み
て
み
よ
う
。
先
の
（
表
１
）
に
は
、

発
足
か
ら
十
年
間
の
例
会
内
容
も
掲
載
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
程
度
が
高
い
」、「
難
し
い
も
の
よ
り
楽

し
い
曲
を
」
と
い
っ
た
声
が
出
始
め
（
一
九
五
五
年
十
二
月
号
）、
こ
う
し
た
会
員
の
嗜
好
の

違
い
に
対
応
す
る
べ
く
、
一
九
五
六
年
六
月
の
例
会
か
ら
は
、
一
つ
の
公
演
に
二
種
類
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
、
つ
ま
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
二
部
制
が
導
入
さ
れ
る
。
さ
ら
に
会
員
数
が
減
少
す
る
と
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
以
外
の
音
楽
が
例
会
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

す
で
に
何
度
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
(18)
、
労
音
に
と
っ
て
「
良
い
音
楽
」
と
は
第
一
に

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
で
あ
り
、ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
聴
く
こ
と
が
活
動
の
大
前
提
で
あ
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
会
員
減
少
に
苦
慮
し
て
い
た
大
阪
労
音
で
は
議
論
の
末
、
一
九
五
三
年
四
月
か
ら
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
例
会
（
略
し
て
Ｐ
Ｍ
例
会
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
例
会
は
Ｃ
Ｍ
例
会
と
よ
ば
れ

写真 3 〜 5
1955 年の例会プログラム
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る
）を
発
足
さ
せ
た
(19)
。
東
京
労
音
で
も
Ｐ
Ｍ
例
会
を
一
九
五
八（
昭
和
三
三
）年
か
ら
開
始
し
、

い
ず
れ
も
好
評
を
博
し
て
い
た
の
で
あ
る
(20)
。

　

広
島
労
音
で
も
同
様
の
経
過
を
辿
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
機
関
紙
を
見
る
限
り
、
一
九
五
〇

年
代
の
例
会
内
容
を
め
ぐ
る
議
論
は
あ
く
ま
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
が
前
提
で
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音

楽
に
つ
い
て
の
話
題
は
ほ
と
ん
ど
登
場
し
な
い
。
だ
が
、
退
会
者
の
増
加
と
と
も
に
会
員
か
ら

の
要
望
を
例
会
に
反
映
さ
せ
る
べ
き
と
の
議
論
が
出
始
め
、
会
員
減
少
の
抑
止
に
成
功
し
た
大

阪
労
音
の
Ｐ
Ｍ
例
会
へ
の
言
及
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
（
一
九
五
九
年
八
月
号
）。
そ
の
結

果
、
つ
い
に
一
九
六
〇
年
五
月
の
例
会
で
初
め
て
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
賛
否
両
論
割
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
る
が
(21)
、
そ
の
後
も
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
音
楽
自
体
へ
の
要
望
は
高
く
、
そ
の
結
果
、
一
九
六
一
年
三
月
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
と

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
二
つ
の
例
会
（
広
島
労
音
で
は
、
前
者
を
Ａ
系
列
、
後
者
を
Ｂ
系
列
と
呼

称
）
を
毎
月
開
催
し
、
会
員
は
好
き
な
例
会
を
選
択
す
る
と
い
う
選
択
制
例
会
が
取
り
入
れ
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
会
場
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
労
音
発
足
か
ら
三
ヶ
月
後
の

一
九
五
五
年
三
月
一
日
に
広
島
市
公
会
堂
が
開
館
し
て
お
り
、
新
し
い
音
楽
ホ
ー
ル
の
誕
生

が
、
発
足
し
て
間
も
な
い
広
島
労
音
の
展
開
に
も
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
前
の
広
島
に
全
く
会
場
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え

ば
、
オ
ペ
ラ
公
演
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
公
演
な
ど
は
、
手
狭
な
が
ら
も
広
島
児
童
文
化
会
館
（
約

一
三
〇
〇
席
(22)
）
な
ど
幾
つ
か
の
ホ
ー
ル
や
劇
場
で
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
七
四
六
席

を
備
え
た
本
格
的
な
音
楽
ホ
ー
ル
の
誕
生
が
、
労
音
の
例
会
会
場
と
し
て
高
く
期
待
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
機
関
紙
か
ら
読

み
取
れ
る
（
一
九
五
五
年

二
月
号
）。
実
際
、
こ
の
新

し
い
ホ
ー
ル
は
一
九
五
五

年
五
月
以
降
、
例
会
の
主

要
会
場
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
。
公
会
堂
の
誕
生

に
よ
っ
て
、
例
会
内
容
の

幅
に
広
が
り
が
出
る
と
と

も
に
、
そ
れ
が
会
員
数
の

増
加
に
も
作
用
し
た
こ
と
は
大
い
に
考
え
ら
れ
る
。

　
三
―
三
―
二
．
例
会
外
事
業

　

例
会
外
事
業
に
つ
い
て
は
、
結
成
か
ら
満
二
周
年
を
迎
え
た
一
九
五
六
年
十
二
月
号
に
掲
載

さ
れ
た
座
談
会
で
、
そ
の
活
動
方
針
が
簡
潔
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
運
営
委

員
会
の
方
針
の
一
つ
と
し
て
、
レ
コ
ー
ド
・
コ
ン
サ
ー
ト
を
は
じ
め
歌
唱
教
室
や
合
唱
団
、
各

種
研
究
会
な
ど
」
の
活
動
が
、「
音
楽
の
理
解
を
深
め
る
一
つ
の
運
動
」
と
み
な
さ
れ
、
設
置

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
活
動
内
容
か
ら
、
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
、
演
奏
活
動
、
音
楽
外

の
活
動
に
大
別
し
て
述
べ
た
い
。

　
（
一
）．
レ
コ
ー
ド
鑑
賞

　

例
会
に
次
い
で
活
発
に
行
わ
れ
た
の
が
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
で
あ
る
。
結
成
当
初
か
ら
行
わ
れ
た

活
動
で
あ
る
が
、
内
容
は
様
々
に
変
化
し
、
そ
こ
に
は
広
島
労
音
自
体
の
性
質
や
方
向
性
の
変

化
な
ど
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、一
九
五
五
年
六
月
号
で
は
、新
た
に
「
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
・
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
導
入
さ
れ
、
予
想
以
上
の
盛
況
に
終
わ
っ
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
」
と
は
、
有
名
な
オ
ペ
ラ
の
序
曲
や
行
進
曲
な

ど
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
中
で
も
一
般
的
に
知
名
度
の
高
い
音
楽
の
こ
と
で
、
こ
う
し
た
「
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
の
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
会
は
そ
の
後
も
「
リ
ク
エ
ス
ト
コ
ン
サ
ー
ト
」

（
一
九
五
六
年
十
月
か
ら
一
九
五
九
年
二
月
ま
で
）や「
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」（
一
九
六
一

年
一
月
か
ら
）、
な
ど
の
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
さ
れ
た
。

　

一
方
、
二
年
目
に
入
る
と
こ
う
し
た
「
初
心
者
向
け
」
で
は
な
く
、
高
度
で
専
門
性
を
も
つ

鑑
賞
会
も
発
足
し
た
。
つ
ま
り
、
オ
ペ
ラ
研
究
会
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
研
究
会
、
現
代
音
楽
研
究

会
な
ど
、
特
定
の
テ
ー
マ
を
中
心
に
し
た
解
説
付
き
の
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
会
で
あ
る
。
な
お
、
解

説
は
会
員
自
ら
が
行
な
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
当
初
は
出
席
者
が
多
く
高
い
評
価
を
得
て
い
た
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
会

（
一
九
五
六
年
六
月
号
）
も
、
や
が
て
空
席
の
多
さ
が
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
要

因
に
つ
い
て
省
察
す
る
議
論
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
（
一
九
五
六
年
十
二
月
号
）。

　（
二
）．
演
奏
活
動

　

音
楽
鑑
賞
以
外
の
活
動
に
つ
い
て
も
、
結
成
か
ら
半
年
と
い
う
早
い
時
期
か
ら
重
視
さ
れ
る

写真 6　「第 2 回ポピュラーコンサー
ト」プログラム（1955 年 7 月）



広島市公文書館紀要第 28号（平成 27年 6月）

- 10 -

よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
五
五
年
六
月
号
に
は
、「
鑑
賞
活
動
か
ら
演
奏
活
動
へ
」
と
い
う
見
出

し
の
も
と
、「
広
島
県
音
楽
祭
」
の
開
催
が
通
知
さ
れ
る
。
県
下
の
吹
奏
楽
団
や
合
唱
団
の
参

加
を
想
定
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
会
員
に
よ
る
合
唱
団
や
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
出
演
も
目
指
し
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
音
楽
初
心
者
に
は
歌
唱
教
室
を
、
基
礎
を
身
に
つ
け
た
人

に
は
合
唱
団
や
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
講
座
を
用
意
す
る
と
の
告
知
で
あ
っ
た
。
音
楽
祭
自
体
に
つ
い

て
は
、そ
の
後
は
全
く
記
事
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
実
現
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

一
方
の
音
楽
教
室
と
講
座
に
つ
い
て
は
、
同
年
の
九
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
開
講
さ
れ
、
そ

の
後
は
発
表
会
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
る
。
翌
年
の
一
九
五
六
年
八
月
号
で
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

な
ど
の
器
楽
教
室
、
一
九
五
七
年
三
月
号
で
は
楽
理
、
声
楽
教
室
の
開
講
に
つ
い
て
も
報
告
さ

れ
て
い
る
。

　（
三
）．
音
楽
外
の
活
動

　

音
楽
外
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
当
初
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
結
成
か
ら
五

年
経
過
し
た
一
九
六
〇
年
七
月
号
に
「
第
一
回
労
音
ハ
イ
キ
ン
グ
」
の
実
施
が
報
告
さ
れ
る
。

以
後
、
こ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
登
山
を
中
心
に
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
パ
ー
テ
ィ
、
ス
キ
ー
教
室
、

ス
ケ
ー
ト
な
ど
の
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
が
定
期
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
実
は
、

こ
う
し
た
活
動
に
つ
い
て
は
、
運
営
側
か
ら
の
提
案
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
会
員
側
か
ら
の

要
望
と
し
て
以
前
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
（
一
九
五
七
年
四
月
号
、
一
九
五
九
年
五
月
号
）。「
労

音
に
入
っ
て
例
会
を
き
き
に
ゆ
く
だ
け
で
は
つ
ま
ら
な
い
」（
一
九
六
三
年
一
月
号
）
と
い
う

意
見
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
労
音
入
会
に
つ
い
て
は
、
例
会
参
加
だ
け
で
は
な
く
会
員
相
互
の

交
流
も
重
要
と
す
る
声
も
上
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
当
時
の
全
国
的
な
レ

ジ
ャ
ー
・
ブ
ー
ム
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
活
動
は
、
特
に
一
九
六
三
年
以
降
一
層
活
発

化
す
る
。

　

以
上
、
発
足
か
ら
十
年
の
間
に
発
行
さ
れ
た
機
関
紙
を
も
と
に
、
広
島
労
音
の
実
態
と
活
動

状
況
、
十
年
間
に
み
ら
れ
た
変
化
を
概
観
し
た
。
こ
の
う
ち
、
会
員
数
の
減
少
や
例
会
内
容
の

変
化
に
つ
い
て
は
各
地
の
労
音
で
も
み
ら
れ
た
も
の
で
、広
島
労
音
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

よ
っ
て
、
そ
う
し
た
変
化
の
背
景
や
要
因
に
つ
い
て
は
全
国
的
な
視
座
で
検
討
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
。
一
方
で
、
機
関
紙
を
み
る
限
り
、
広
島
労
音
が
全
国
的
な
潮
流
か
ら
距
離
を
取
り
、
発

足
当
初
の
姿
勢
を
堅
持
し
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
広
島
労
音
独
自
の
特
徴
と
も
考
え
ら
れ
る

た
め
、
最
後
に
そ
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　

四
．
機
関
紙
に
み
ら
れ
る
広
島
労
音
の
姿
勢
〜
「
音
楽
団
体
」
の
堅
持

　

一
九
六
〇
年
代
に
入
る
と
、
全
国
の
労
音
で
は
政
治
性
が
濃
厚
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
こ

れ
ま
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
(23)
。
つ
ま
り
、
一
九
六
〇
年
一
月
に
締
結
さ
れ
た
日
米
安
全
保
障

条
約
へ
の
反
対
決
議
、ま
た
一
九
六
一
年
開
催
の
「
東
京
世
界
音
楽
祭
」
に
対
す
る
反
対
運
動
、

さ
ら
に
、「
一
〇
〇
万
人
の
労
音
運
動
」と
称
し
て「
国
民
音
楽
の
創
造
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

政
治
運
動
的
な
色
合
い
を
含
む
「
労
音
運
動
の
基
本
任
務
」
を
採
択
し
た
第
七
回
全
国
労
音
連

絡
会
議
な
ど
の
動
き
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
労
音
の
政
治
運
動
的
な
方
向
へ
の
転
換
に
つ
い
て
は
、
広
島
労
音
で
も
同
調
す
る

動
き
が
み
ら
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
九
六
一
年
一
月
号
で
は
「
東
京
音
楽
祭

に
対
す
る
私
達
の
態
度
」
と
し
て
、他
の
労
音
同
様
に
音
楽
祭
反
対
を
表
明
し
て
い
る
。
ま
た
、

第
七
回
全
国
労
音
連
絡
会
議
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
一
九
六
一
年
十
二
月
号
で
詳
細
に
報
告
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
時
採
択
さ
れ
た
「
労
音
運
動
の
基
本
任
務
」
に
つ
い
て
は
同
号
の

ほ
か
、
翌
年
の
一
九
六
二
年
二
月
号
で
も
全
文
を
掲
載
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
過
度
な
政
治
的
主
張
に
対
し
て
は
慎
重
な
姿
勢
も
見
せ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

一
九
六
〇
年
八
月
号
で
は
、
各
地
の
労
音
で
安
保
反
対
の
決
議
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え

た
上
で
、「
岡
山
、
広
島
な
ど
の
労
音
の
意
向
と
し
て
は
、
社
会
問
題
と
労
音
の
関
係
は
充
分

理
解
出
来
る
と
し
て
も
…
（
中
略
）
…
音
楽
以
外
の
問
題
で
決
議
を
し
た
り
、
声
明
を
出
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

り
す
る
こ
と
に
大
き
な
疑
問
が
残
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

」（
傍
点
は
能
登
原
）
と
の
反
論
が
あ
っ
た
事
実
を
伝
え

て
い
る
。
こ
う
し
た
姿
勢
は
そ
の
後
も
変
わ
ら
ず
、
結
成
か
ら
十
年
た
っ
た
一
九
六
五
年
六
月

号
で
は
、会
員
の
集
い
に
お
い
て
「
他
労
音
の
会
員
の
政
治
的
な
発
言
や
活
動
に
は
批
判
的
で
、

労
音
と
し
て
メ
ー
デ
ー
に
参
加
す
る
と
い
う
よ
う
な
活
動
は
や
ら
な
い
方
が
よ
い
と
い
う
こ
と

に
」
な
っ
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
、
広
島
労
音
で
は
発
足
当
初
か
ら
こ
う
し
た
「
政
治
性
」
か
ら
あ
え
て
距
離
を
置

く
姿
勢
が
み
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
広
島
労
音
結
成
に
尽
力
し
た
安
武
は
、
発
足
か
ら
半
年
後
の

機
関
紙
で
、「
労
音
は
何
を
お
い
て
も
ま
ず
音
楽
団
体
で
あ
る
」と
強
く
主
張
す
る
(24)（
一
九
五
五

年
六
月
号
）。
ま
た
、
発
足
か
ら
四
年
目
の
委
員
長
に
選
出
さ
れ
た
世
羅
卓
爾
も
、
そ
の
就
任

の
辞
の
中
で
、「
純
粋
な
鑑
賞
活
動
を
」
と
題
し
な
が
ら
「
…
政
治
性
や
商
業
性
を
厳
に
排
除

し
て
、
真
面
目
な
音
楽
活
動
に
専
心
し
た
い
」
と
表
明
す
る
（
一
九
五
八
年
五
月
号
）。

　

こ
の
よ
う
な
ア
ピ
ー
ル
の
背
景
に
、「『
労
音
』
と
い
う
名
称
か
ら
く
る
誤
解
」
が
あ
っ
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
結
成
一
周
年
記
念
の
代
表
者
紙
上
座
談
会
で
は
、「
は
じ
め
頃
共
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産
党
の
文
化
活
動
だ
と
か
、
今
に
思
想
教
育
を
す
る
だ
ろ
う
と
か
云
わ
れ
た
」
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
（
一
九
五
五
年
十
二
月
号
）。
実
は
、
こ
の
座
談
会
で
議
論
さ
れ
た
テ
ー
マ
の

一
つ
は
、「
労
音
」
と
い
う
名
称
の
是
非
を
問
う
も
の
で
、
こ
の
名
称
に
つ
い
て
は
発
足
か
ら

し
ば
ら
く
の
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
誤
解
を
招
く
と
の
理
由
で
改
称
を
求
め
る
声
が
何
度
も
上
が
っ

て
い
た
（
一
九
五
五
年
三
月
号
、
同
五
月
号
、
同
十
二
月
号
）。

　

も
ち
ろ
ん
、「
誤
解
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
実
際
に
他
の
労
音
の
よ
う
に
「
政
治
的
発
言
や
活

動
」
に
傾
斜
す
る
会
員
が
い
た
可
能
性
は
あ
り
え
よ
う
。
だ
が
、「
か
り
に
こ
の
会
に
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
的
な
も
の
を
持
込
ん
だ
り
、
利
用
し
よ
う
と
す
る
会
員
が
あ
れ
ば
、
断
然
拒
否
す
べ
き
」

（
一
九
五
五
年
十
二
月
号
）
と
の
声
に
も
あ
る
よ
う
に
、
広
島
労
音
の
場
合
、「
音
楽
団
体
」
と

し
て
の
姿
勢
は
堅
持
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
。
そ
れ
は
、
結
成
か
ら
十
年
目
に
入
っ
た
時
点
で
も

大
き
く
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
一
九
六
四
年
一
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
新
入
会

員
へ
の
案
内
記
事
で
は
、
は
じ
め
に
「
労
音
運
動
の
基
本
任
務
」
を
掲
載
し
な
が
ら
も
、
直
後

に
は
「
広
島
労
音
の
綱
領
で
は
」
と
の
見
出
し
で
自
ら
の
態
度
を
表
明
し
て
い
る
（
資
料
一
参

照
）。
両
者
の
ト
ー
ン
の
違
い
は
明
ら
か
で
、
音
楽
を
手
段
と
し
た
政
治
運
動
と
も
呼
べ
る
よ

う
な
前
者
の
内
容
に
対
し
、
音
楽
を
主
体
に
し
た
後
者
の
内
容
は
ま
る
で
そ
の
強
硬
な
姿
勢
を

和
ら
げ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
相
違
が
生
じ
た
背
景
に
つ
い
て
、
機
関

紙
ば
か
り
か
他
の
資
料
を
交
え
て
も
現
時
点
で
分
析
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
だ
が
少
な
く

と
も
こ
の
違
い
の
中
に
、
広
島
労
音
と
、
政
治
運
動
的
な
動
き
を
強
め
て
い
た
他
労
音
と
の
違

い
が
明
瞭
に
表
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　

お
わ
り
に

　

以
上
、
広
島
労
音
の
発
足
か
ら
十
年
間
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
、
機
関
紙
を
も
と
に
そ
の
概

要
を
み
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
一
九
五
四
年
十
一
月
に
結
成
さ
れ
た
広
島
労
音
は
、
例
会
活
動

の
ほ
か
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
や
演
奏
活
動
な
ど
例
会
外
の
活
動
も
活
発
に
行
い
な
が
ら
、
わ
ず
か
二

年
目
に
し
て
会
員
数
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
三
年
目
に
入
る
と
同
時
に

会
員
数
は
減
り
始
め
、
ま
た
代
表
者
会
議
へ
の
出
席
率
の
悪
さ
も
常
態
化
し
、
問
題
と
な
っ
た
。

一
方
、
例
会
内
容
に
つ
い
て
は
、
発
足
当
初
み
ら
れ
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
前
提
と
し
た
方
針

は
、
発
足
五
年
目
に
あ
た
る
一
九
六
〇
年
に
入
っ
て
変
更
さ
れ
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
が
導
入
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
六
一
年
に
な
る
と
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
と
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
二

つ
の
例
会
を
立
て
る
選
択
制
例
会
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
広
島
労
音
の
動
き
は
、

他
の
労
音
に
も
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
全
国
的
な
潮
流
と
は
異
な
る
部
分
も
み
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
一
九
五
六
年
に

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
会
員
数
の
推
移
、
さ
ら
に
、
政
治
的
な
言
動
を
避
け
、
結
成
時
か
ら
強
く
主

張
さ
れ
て
い
た
「
音
楽
団
体
」
と
い
う
姿
勢
の
堅
持
で
あ
る
。
労
音
全
体
で
み
る
と
、
会
員
数

の
ピ
ー
ク
は
一
九
六
五
年
で
あ
り
、
ま
た
一
九
六
〇
年
以
降
は
政
治
運
動
的
な
傾
向
が
強
ま
っ

て
い
た
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
二
つ
の
点
に
み
ら
れ
る
全
国
的
な
潮
流
と
の
相
違
は
、
広
島
労
音

の
独
自
性
を
考
え
る
上
で
非
常
に
興
味
深
い
。

　

で
は
、
こ
の
二
点
の
間
に
相
関
関
係
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
う
し
た
広
島
労
音
の

特
徴
は
、
単
に
組
織
の
問
題
な
の
か
、
あ
る
い
は
広
島
と
い
う
都
市
の
文
化
的
、
社
会
的
要
因

に
よ
る
も
の
な
の
か
。
こ
れ
ら
の
点
を
含
め
、
広
島
と
い
う
地
方
都
市
の
音
楽
文
化
に
広
島
労

音
が
果
た
し
た
歴
史
的
役
割
(25)
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。



広島市公文書館紀要第 28号（平成 27年 6月）

- 12 -

（
資
料
一
―
一
）
労
音
運
動
の
基
本
任
務

『
広
島
労
音
』
一
九
六
四
年
一
月
号
か
ら
抜
粋

　（
資
料
一
―
二
）
広
島
労
音
綱
領　
　

『
広
島
労
音
』
一
九
六
四
年
一
月
号
か
ら
抜
粋

　
　

労
音
運
動
の
基
本
任
務

労
音
運
動
は
、
日
本
民
族
の
進
歩
的
音
楽
運
動
の
伝
統
を
う
け
つ
ぎ
発
展
さ
せ
、
海
外
諸

民
族
の
民
主
的
文
化
遺
産
に
学
び
、
芸
術
家
知
識
人
な
ら
び
に
進
歩
的
諸
勢
力
と
協
力
し
て
、

自
分
自
身
と
社
会
の
進
歩
に
役
立
つ
音
楽
文
化
を
創
造
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

ま
た
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
勤
労
者
の
人
間
性
を
た
か
め
、
そ
の
連
帯
性
を
強
化
す
る
運

動
で
あ
る
。

労
音
運
動
は
、
勤
労
者
の
立
場
に
立
つ
民
主
的
な
音
楽
運
動
で
あ
る
。
そ
の
組
織
原
則
は

サ
ー
ク
ル
活
動
を
基
礎
に
し
た
民
主
的
運
営
で
あ
る
。
鑑
賞
を
中
心
に
し
た
音
楽
運
動
で
あ

る
か
ら
、
例
会
は
労
音
運
動
の
も
っ
と
も
重
要
な
環
で
あ
り
、
例
会
内
容
を
通
じ
て
勤
労
者

の
人
間
的
成
長
を
進
め
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
日
本
の
勤
労
者
の
文
化
運
動
の
一
環
と
し
て
、
労
働
運
動
そ
の
他
の
民

主
運
動
と
の
結
合
を
強
め
労
音
運
動
の
発
展
を
妨
げ
る
政
治
的
、
社
会
的
障
害
と
た
た
か
う
。

一
、
私
た
ち
は
働
く
者
の
自
主
的
な
力
の
結
集
に
よ
っ
て
、
よ
い
音
楽
を
私
た
ち
の
身
近
な

も
の
に
し
ま
す
。

二
、
私
た
ち
は
、
音
楽
に
よ
っ
て
、
お
互
の
情
操
と
教
養
を
高
め
、
明
る
い
生
活
を
き
ず
き

ま
す
。

三
、
私
た
ち
は
、
よ
り
多
く
の
仲
間
た
ち
と
交
流
を
深
め
、
音
楽
を
愛
す
る
人
を
ふ
や
し
、

平
和
な
社
会
を
作
り
ま
す
。

四
、
私
た
ち
は
、
音
楽
を
通
じ
て
、
力
を
合
わ
せ
、
郷
土
の
文
化
発
展
の
た
め
に
運
動
を
進

め
ま
す
。

　

本
稿
の
執
筆
が
可
能
と
な
っ
た
の
は
、
広
島
労
音
の
機
関
紙
の
一
定
期
間
分
を
入
手
で
き
た
こ
と

に
よ
る
。
こ
れ
ら
の
機
関
紙
は
、
広
島
労
音
発
足
時
か
ら
の
委
員
で
、
一
九
五
九
年
か
ら
副
委
員
長
、

一
九
六
三
年
か
ら
は
運
営
委
員
長
を
務
め
た
故
古
村
汎
氏
が
保
管
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
故
古

村
氏
所
蔵
資
料
は
、
そ
の
後
広
島
県
立
文
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。

　

今
回
の
調
査
に
あ
た
り
、
機
関
紙
の
閲
覧
と
使
用
を
快
諾
し
て
く
だ
さ
っ
た
古
村
氏
の
ご
遺
族
様
、
ま

た
ご
遺
族
へ
の
仲
介
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
三
刀
屋
恭
信
様
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
　

注

(1)　

以
上
、
日
本
戦
後
音
楽
史
研
究
会
編
『
日
本
戦
後
音
楽
史　

上
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
年
、
四
一
六

頁

(2)　

た
だ
し
、
労
音
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
、
戦
後
の
文
化
運
動
史
研
究
の
一
環
と
し
て
考
察
の
対
象
と

な
っ
て
き
た
。
主
要
な
も
の
と
し
て
以
下
を
参
照
。
佐
藤
和
夫
「
文
化
運
動
と
高
度
経
済
成
長
―
労

音
運
動
を
考
え
る
―
」
東
京
唯
物
論
研
究
会
編
『
戦
後
思
想
の
再
検
討
』
白
石
書
店
、
一
九
八
六

年
、
一
七
一
〜
二
三
一
頁
。
高
岡
裕
之
「
高
度
成
長
と
文
化
運
動
―
労
音
運
動
の
発
展
と
衰
退
―
」

大
門
正
克
ほ
か
編
『
高
度
成
長
の
時
代
３　

成
長
と
冷
戦
へ
の
問
い
』
大
月
書
店
、
二
〇
一
一
年
、

三
一
九
〜
三
六
四
頁
。
ま
た
、
次
の
研
究
で
は
、
大
阪
労
音
を
中
心
と
す
る
労
音
運
動
を
社
会
学
の

立
場
か
ら
詳
細
に
読
み
解
い
て
い
る
。
長
﨑
励
朗
『「
つ
な
が
り
」
の
戦
後
文
化
誌　

労
音
、
そ
し

て
宝
塚
、
万
博
』
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
三
年

(3)　

た
だ
し
、
一
九
六
二
年
三
月
号
は
欠
号
。

(4)　

高
岡
前
掲
論
文
、
三
三
七
頁
。
高
岡
は
、
労
音
の
盛
衰
に
つ
い
て
、
そ
の
背
景
と
要
因
を
文
化
運
動

の
視
点
か
ら
詳
細
に
分
析
し
て
お
り
、
本
稿
で
の
広
島
労
音
の
調
査
に
お
い
て
も
大
き
な
示
唆
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。

(5)　

東
京
と
大
阪
の
二
つ
の
都
市
労
音
と
、
そ
の
他
を
全
国
で
十
一
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
組
織
化
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
以
上
、
高
岡
前
掲
論
文
、
三
二
九
〜
三
三
〇
頁

(6)　

(4)
を
参
照

(7)　

東
京
労
音
運
動
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
東
京
労
音
運
動
史
一
九
五
三
〜
二
〇
〇
四
年
』
東
京
労
音
運

動
史
編
さ
ん
委
員
会
、
二
〇
〇
四
年
、
一
頁

(8)　

同
書
、
三
四
一
頁

(9)　

Ｂ
５
版
冊
子
。
十
六
〜
二
四
頁
の
も
の
が
多
い
。
た
だ
し
、
創
刊
号
に
つ
い
て
は
一
枚
刷
り
を
二
つ

折
り
に
し
た
四
頁
の
簡
素
な
も
の
で
、
大
き
さ
は
Ｂ
５
版
よ
り
一
回
り
小
さ
く
、
縦
二
四
．
五
、
横

十
七
．
五
セ
ン
チ
。
な
お
、
広
島
市
公
文
書
館
に
も
、
一
九
五
五
年
五
月
号
か
ら
一
九
六
〇
年
二
月

号
ま
で
の
機
関
紙
（
欠
号
あ
り
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

(10)　

朝
尾
直
弘
編
著
『
大
阪
労
音
十
年
史
』
大
阪
労
音
十
年
史
編
集
委
員
会
、
一
九
六
二
年
、
二
〇
〜

二
二
頁

(11)　

規
約
に
つ
い
て
は
、
機
関
紙
に
掲
載
は
な
く
、
現
在
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
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(12)　

安
武
文
雄
「
広
島
労
音
の
生
い
立
ち
」『
広
島
新
音
楽
』
一
九
五
五
年
四
月
号
、
七
頁

(13)　

こ
の
団
体
は
、
終
戦
後
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
中
心
と
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
盛
ん
な
鑑
賞
活
動

を
行
っ
て
い
た
が
、
設
立
時
期
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
昭
和

十
六
年
に
行
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
現
存
し
て
お
り
（
個
人
所
蔵
）、
戦
時
中
に
は
活

動
を
始
め
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

(14)　

天
野
光
明
「
瀬
尾
さ
ん
の
こ
と
」『
広
島
労
音
』
六
三
年
八
月
号
、
十
九
頁

(15)　

単
独
で
も
入
会
で
き
る
が
、
代
表
者
の
資
格
が
な
い
。

(16)　

な
お
、
機
関
紙
に
お
い
て
会
長
や
顧
問
の
挨
拶
な
ど
が
掲
載
さ
れ
る
の
は
一
九
五
九
年
ま
で
で
あ
り
、

一
九
六
〇
年
以
降
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
他
の
資
料
を
元
に
し
た
調
査
を
待
つ
ほ
か
な
い
。

(17)　

た
と
え
ば
、
一
九
五
五
年
二
月
号
に
み
ら
れ
る
組
織
部
長
に
よ
る
言
葉

(18)　

佐
藤
前
掲
論
文
、
一
八
一
〜
一
八
四
頁
。
高
岡
前
掲
論
文
、
三
四
二
〜
三
四
三
頁

(19)　

佐
藤
前
掲
論
文
、
一
八
四
頁
。
ま
た
、
長
﨑
前
掲
書
（
六
七
〜
七
〇
頁
）
は
、
そ
の
議
論
の
内
容
に

つ
い
て
詳
し
く
分
析
し
て
い
る
。

(20)　

東
京
労
音
運
動
史
編
さ
ん
委
員
会
編
前
掲
書
、
三
八
〜
三
九
頁

(21)　
「
問
題
を
な
げ
か
け
た
五
月
例
会　

二
つ
に
わ
れ
た
評
価
」『
広
島
新
音
楽
』
一
九
六
〇
年
七
月
号
、

十
四
頁

(22)　

広
島
児
童
文
化
会
館
に
つ
い
て
は
、
公
会
堂
開
館
以
前
に
労
音
の
例
会
会
場
と
し
て
も
使
用
さ
れ
た

こ
と
が
、
五
周
年
記
念
の
回
想
録
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
一
九
五
九
年
十
二
月
号
）。
た
だ
し
、

機
関
紙
自
体
に
は
例
会
会
場
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
い
場
合
が
多
く
、
そ
の
具
体
的
な
例
会
月
に
つ

い
て
は
不
明
で
あ
る
。
一
方
、
広
島
児
童
文
化
会
館
の
施
設
概
要
に
つ
い
て
は
、
高
井
正
文
「
広
島

児
童
文
化
会
館
」『
広
島
市
公
文
書
館
紀
要
』
第
十
一
号
、
一
九
八
八
年
、
八
八
頁

(23)　

高
岡
前
掲
論
文
、
三
三
〇
〜
三
三
七
頁

(24)　

安
武
文
雄
「
広
島
労
音
発
展
の
鍵
」『
広
島
新
音
楽
』
一
九
五
五
年
六
月
号
、
五
頁

(25)　

広
島
労
音
の
そ
の
後
に
つ
い
て
、
筆
者
は
一
九
八
〇
年
ま
で
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
が
、

詳
細
に
つ
い
て
は
調
査
中
で
あ
る
。
現
在
「
全
国
労
音
」
に
加
盟
し
て
い
る
「
ひ
ろ
し
ま
音
楽
鑑
賞

協
会
」
は
、
本
稿
で
対
象
と
す
る
広
島
労
音
が
閉
会
し
た
後
に
再
建
さ
れ
た
団
体
で
あ
り
、「
広
島

労
音
」
と
の
直
接
的
な
つ
な
が
り
は
な
い
と
の
回
答
を
得
た
。
な
お
、
広
島
労
音
に
関
す
る
聞
き
取

り
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
、
ひ
ろ
し
ま
音
楽
鑑
賞
協
会
の
皆
様
に
は
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
一
次
資
料

・
広
島
勤
労
者
音
楽
協
議
会
機
関
紙
『
広
島
労
音
ニ
ュ
ー
ス
』
第
一
号
（
一
九
五
五
年
一
月
）、『
広
島
新

音
楽
』
第
二
号
〜
第
七
一
号
（
一
九
五
五
年
二
月
〜
一
九
六
〇
年
十
二
月
）、『
広
島
労
音
』
第
七
二
号

〜
第
一
二
五
号
（
一
九
六
一
年
一
月
〜
一
九
六
五
年
六
月
）

　
参
考
文
献

・
朝
尾
直
弘
編
著
『
大
阪
労
音
十
年
史
』
大
阪
労
音
十
年
史
編
集
委
員
会
、
一
九
六
二
年

・
佐
藤
和
夫
「
文
化
運
動
と
高
度
経
済
成
長
―
労
音
運
動
を
考
え
る
―
」
東
京
唯
物
論
研
究
会
編
『
戦
後

思
想
の
再
検
討
』
白
石
書
店
、
一
九
八
六
年

・
高
井
正
文
「
広
島
児
童
文
化
会
館
」『
広
島
市
公
文
書
館
紀
要
』
第
十
一
号　

広
島
市
公
文
書
館
、

一
九
八
八
年

・
高
岡
裕
之
「
高
度
成
長
と
文
化
運
動
―
労
音
運
動
の
発
展
と
衰
退
―
」
大
門
正
克
ほ
か
編
『
高
度
成
長

の
時
代
３　

成
長
と
冷
戦
へ
の
問
い
』
大
月
書
店
、
二
〇
一
一
年

・
東
京
労
音
運
動
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
東
京
労
音
運
動
史
一
九
五
三
〜
二
〇
〇
四
年
』
東
京
労
音
運
動

史
編
さ
ん
委
員
会
、
二
〇
〇
四
年

・
長
﨑
励
朗
『「
つ
な
が
り
」
の
戦
後
文
化
誌　

労
音
、
そ
し
て
宝
塚
、
万
博
』
河
出
書
房
新
社
、

二
〇
一
三
年

・
日
本
戦
後
音
楽
史
研
究
会
編
『
日
本
戦
後
音
楽
史　

上
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
年

　
写
真

所
蔵
を
注
記
し
て
い
な
い
も
の
は
広
島
市
公
文
書
館
所
蔵

・
写
真
１　
　
　
『
広
島
新
音
楽
』
一
九
五
五
年
五
月
号

・
写
真
２　
　
　
『
広
島
労
音
ニ
ュ
ー
ス　

№
１
』
一
九
五
四
年
十
二
月
発
行
（
古
村
汎
氏
旧
蔵
）

・
写
真
３
〜
５　

広
島
労
音
例
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム　

一
九
五
五
年
八
月
、
九
月
、
十
月

・
写
真
６　
　
　
『
第
２
回
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
』
プ
ロ
グ
ラ
ム　

一
九
五
五
年
七
月


